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晶表面では､r81axatiOn とか reconstruction などがおこり､結晶内部とはこ
となった対称性が生じる. 我々は､surfacerelaxation を考丘にいれた
TSKモデルでは､1次転移か起こる可能性かあもことを示す.
TSKモデルとは､あるfac8t ちかくの傾いた面は､facet の面に st印 が
生じたためにできたと考えたモデルである｡ 格子間隔を1とし､傾きpの面の
1格子当たりの自由エネルギーを f(p) とする.
F(p)≡JTT ㌻ ∫(p) (1)






aは定数 (a〉0)､Eは 1格子当たりの stepの生成エネルギー､Sは kink




できまる｡11･3) ただし､facetは x-y平面内にあり､ stepは y軸にそって
とぎれることなく走っているものとする. Z(Ⅹ)は､ 2-Ⅹ平面で切った結晶の
形をしめす｡ ここでt.‥】を最小にする p=p.… は､その場所での傾きを示す.
(2)式を用いて x〉0のときを考えると､
? ?
〓? ?? ? ??
- b ( Ⅹ - Xc )3 / 2 , x ≧ ⅩC




(2)式において Ipl を doJnain-vall密度と考えれば､ F(p)は吸着糸のC-
iC転移のランダウ自由エネルギーとおなじ表式であり､(4)式において xを温
度 Tと考えれば､3/2という指数はC-IC系の自由エネルギーのsizllularity
を特赦ずける政である. C-IC系について (4)式のような singularityか
あることを最初に指摘したのは､ Pokrovskyと TalapovM ) であったので､
Pokrovsky- Talapov型とよぶ. この指数が現れた理由は､(3)式におい
















F(p･q)=【sB-aq-k8Tln日 .2exp(-β6)H lpJ' a暮pJ3
+1/2Kqe (6)
(2)式に相当する F(p)は､ F(p)=ainQ F(p,q)でもとまる. すなわち
ド(p);(So - kBTln日 +2e叩 (-β6)HJ-pJ-ae/(2K)JpJe
+aJpI3 (7)
(7)式を(3)式にいれてやると､ xくⅩ｡では､p.in =0であるか Z〉x.にお
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物質と熱の拡散が充分速やかに進む場合,フアセット面上のステップの運動は,異方性をも
つ易動度 7(p)と自由エネルギー線密度 β(p)で決まる:







法で求まる｡しかしこの漸近形が角を持っ場合には (図 1),この近くの γ｡ 程度の領域
圭 0.56 圭 0-33
TJ 0 }=0.40
図1 形状不変解が角を持っ例｡Kossel模型の低温 む
の近似計算.外側の曲線が か(甲),内側の太線が
漸近形｡(1ノ4ずつ図示した｡)
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